
＜お知らせ＞ 
・ 夏休みに今年度も補充学習を数日間行う予定にしております。詳細については、保護者懇談
会にてお知らせしますのでお知りおきください。 

・ 職場体験学習が実施されます。つきましては、２日間のお子様の体験活動にご協力いただける
と幸いです。学校でも本人に伝えていますが、この土日（7/1､7/2）を利用して、現地への下見と
所要時間の確認をしていただけるとありがたいです。 

 

 

 

今月、4 日（火）と 5 日（水）にいよいよ職場体験学習が実施されます。先月は職場体験に向けて、様々な

取組を行ってきました。特に、子どもたちにとって、マナー研修会は大きな経験となりました。社会に出て必

要な礼儀やマナーなど、人として何が大切なのかを学びました。実演は初めての経験で、生徒は次のような感

想を綴っていました。また、実際に事業所との電話連絡は、緊張感があるなか、は

きはきとした応対ができていました。なお、職場体験学習の様子は、次回の学年団

だよりでお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度に引き続き、今年度も「いのち」について考える授業を計画し実施しました。１年時は、先祖からつ

ながる縦のいのち、また骨髄移植で助かる横のいのちがあることを学習し、改めて今生きていることの必要性

を学年団全体で意見交流し、考えを深めました。そして、今年度（２年時）はいのちの誕生にスポットを当て

て学習を計画しました。いのちの誕生の意義を考え、「もし、自分の生まれてくる子どもに重度の障がいがあ

ると分かったら、あなたは産む？産まない？」を課題にクラス内でディベートを行いました。子どもたちは、

将来を想像し自分だったらどうするのかを真剣に考え、双方の考えを言葉にして議論しました。最初は、緊張

気味でしたが、一人の生徒の発言をきっかけに、一人ひとり気持ちの入った意見を述べていました。聞いてい

る教師側も「そういう考えも

あるのか！」と勉強になりま

した。なお、各クラスの感想

は、後日保護者のみなさまに

お知らせします。 

 

 

 先日の期末テストを終えて、生徒のみんなは総体に気持ちが切り

替わりつつあります。テスト前より 1､2 年生を中心に応援団が結成

されました。練習の様子を見に行くと、総勢 20 名が熱の入った応

援の練習をしていました。これは 28

日に実施された部活動壮行会で披露

されました。3 年生にとってとても励みになるエールだったのではないでしょ

うか。応援団の皆さん、気持ちのこもった応援は感動的でした。 

 

 

 

 

 

 

今より＋１! ～一歩先を考える～ 

香川県立高松北中学校２年団 

令和５年７月号 

・ 今回、状況に応じて礼の仕方などで印象が変わることを知りました。しっかり

意識して職場体験学習に生かしたいと思います。社会に出たときに、今日学んだ

基本的なマナーや常識を知っていないと困ると思います。だから当たり前にでき

るようにしたいです 

・ 今回のマナー研修会で、第一印象が決まるのは、3秒～20秒で、身だしなみ、

姿勢、挨拶など、主に視覚からの情報によって決まると知りました。職場体験学

習では、常に身だしなみや姿勢をきちんとできるように意識し、挨拶やお辞儀も

しっかりとできるように、今のうちから気をつけていきます。また、言葉遣いも

状況を判断してできるようにしていきます。 

・ 職場体験学習に臨むにあたって、服装・挨拶・表情・姿勢・目線は特に気をつ

けたいです。言葉遣いは特に人と接する中で基本的なことだと思います。人に迷

惑をかけたり、失敗をしてしまったりするかもしれませんが、その時は心から謝

り、次につなげることが必要だと思いました。 


